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要旨

我々 はp r ofe s si o n al な抗原提示細胞で ある 樹状細胞 (d e n d ri ti c c ell: D C) の 1 つ で

ある マ ウス L a n g e rb a n s 細胞 ( L a n g e rb a n s c ell: L C) の 抗原提示能を制御する新規

遺伝子 を同定する こ とに より ､ 接触性皮膚炎や乾癖 , ア トピ ー 性皮膚炎な どの

炎症性皮膚疾患 に対する治療の 新 しい タ
ー ゲッ トと して ､ ある い は悪性腫療に

対する 樹状細胞療法の 標的分子 として 将来的に 利用す る こと を目的と して本研

究を計画 した ｡ 我々 は B A L B/ c マ ウス の 表皮細胞サス ペ ン ジ ョ ンか らパ ン ニ ング

法に より精製した高純度の L C ( > 9 5 % ) を用 い て ､ 精製直後 の L C と ､ G M - C S F

存在下に 2 4 時間培養して 成熟した L C との 遺伝子発現 をs ub st r a c ti o II P C R を用い

て 比較し､ 培養した L C により特異的に発現して い る遺伝子を同定する ことを通

して ､ L C の 成熟に関連す る新しい遺伝子とそ の遺伝子が コ
← ドする蛋白質の 検

出を試みた ｡ 同定され た遺伝子 の 中で , 特に これ まで そ の機能が未知の 蛋白質

をコ ー

ドして い る遺伝子 をク ロ
ー

ニ ン グし ､ G e n e A と名付けた . 次に G e n e A

を v e ct o r に組み込み､ H e L a 細胞に tr a n sf e ct し ､ G e n e A の 遺伝子産物で ある P r ot ei n

A が細胞質に存在する こと を認めた ｡ 同時に r e al -ti m e P C R を用い て ､ 成熟度 の

異な る D C ( b o n e - m a r r o w D C , 肺臓由来 c D l l c
+

D C
,
L C) で の G e n e A の 発現を比



較検討 した と こ ろ ,
い ずれ の D C に お い て も成熟に伴 い 発現が増強す る傾向が み

られた ｡ さ らに ､ P r ot ei n A に対す る抗体を作成し,
L C と b o n e - m a r r o w D C に お

ける P r ot ei n A の発現がそ の 成熟に伴 っ て増強する こ とを確認した ｡




